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日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震

多
発
国
で
す
。
い
つ
地
震
が
起
き

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
間
も

な
く　

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

１０

ま
す
。
あ
の
時
の
災
害
の
記
憶
は

薄
れ
つ
つ
あ
り
、
防
災
意
識
の
風

化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
そ
の
後
も
、
各
地
で
頻

発
し
て
い
ま
す
。
伊
豆
諸
島
の
群

震
が
起
こ
っ
た

場
合
、
負
傷
者

は
東
京
都
全
体

で　

万
人
、
帰

１６
宅
困
難
者
は
３

７
１
万
人
、
ま

た
、
１
カ
月
後

の
電
気
や
ガ
ス

が
あ
る
と
き
に
発
令
す
る
「
警
戒

宣
言
」
発
令
の
場
合
に
、
社
会
的

混
乱
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た

広
報
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

② 
多
摩
東
部
直
下
型
地
震
対

応
型

　

多
摩
東
部
に
震
度
６
の
地
震
が

発
生
し
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
、

窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
落
下
、
家
具
な

ど
の
転
倒
に
よ
っ
て
負
傷
者
が
続

出
し
た
場
合
を
想
定
し
た
各
種
訓

　①まず、わが身の安全を確保する･･･何よりも大切な
のは命。地震が起きたら､まず第一に身の安全を守りま

しょう

　②すばやく火の始末･･･「火を消せ！」とみんなで声
を掛け合い､調理器具や暖房器具などの火を確実に消し

ましょう

　③非常出口の確保･･･特に鉄筋コンクリートの建物内
にいるときは、閉めたままだと建物がゆがみ、出入口が

開かなくなることがあります。非常の出口を確保しま

しょう

　④火が出たらまず消火･･･「火事だ！」と大声で叫び、隣
近所にも協力を求め、初期消火に努めましょう

　⑤外に逃げるときはあわてずに･･･外に逃げるときは、
瓦やガラスなどの落下物に注意し、落ち着いて行動をし

ましょう

　⑥狭い路地、塀ぎわ、がけや川べりに近寄らない･･･ブ
ロック塀、門柱、自動販売機などは倒れやすく、がけや

川べりは、地盤が緩んで崩れやすくなっているので注意

しましょう

　⑦非常持ち出し品の準備･･･食料品、電池など期限の
あるものは｢防災の日｣などに点検をし、非常持ち出し

袋は、持ち出しやすい場所に置きましょう

　⑧避難は徒歩で、持ち物は最小限に･･･避難場所には
徒歩で、服装は動きやすいもので、荷物は少なく、靴は

底の厚いものを、車やバイクでの避難はやめましょう

　⑨協力し合って応急救護･･･ケガをした人がいたら、
協力し合って応急手当を、声を掛け、みんなで助け合い

ましょう

　⑩正しい情報を入手･･･うわさやデマに振り回されな
い。ラジオ、テレビで正しい情報を入手しましょう

　

災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
が
、事
前
の
対
策
や
発

生
時
の
対
応
次
第
で
、被
害
は
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
「
備
え
」
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
市
は
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
前
に
、
防
災
関
係
機
関
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
、震
災
発
生
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

を
８
月　

日（
木
）に
第
四
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

１９

　

詳
し
く
は
総
務
部
総
務
課
防
災
係
�　

・
７
７
１
４
へ
。

７０

　

東
久
留
米
防
火
女
性
の
会

は
、
現
在
の
社
会
情
勢
や
都
市

形
態
の
変
ぼ
う
に
合
わ
せ
、
各

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
防
火

意
識
の
普
及
や
防
火
行
動
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
他

市
と
の
防
火
に
関
す
る
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
等
を
目
的
と
し

た
、
女
性
に
よ
る
自
主
的
な
防

火
組
織
で
す
。
趣
旨
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
方
の
入
会
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
【
定
員
】
先
着　

名
程
度

５０

　
【
同
会
発
起
人
】梅
本
富
士
子

（
代
表
）、
秋
月
智
子
、
伊
能
さ

ゆ
り
、
斉
藤
左
知
子
、
小
山
典

子
、
山
川
絹
江
、
片
桐
喜
美
子

（
敬
称
略
）

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署

予
防
課
指
導
調
査
係
�　

・
０

７１

１
１
９
へ
。

練
を
行
い
ま
す
。

《
訓
練
の
内
容
》

　

◆
避
難
活
動
訓
練
＝
対
象
地
域

の
自
治
会
ご
と
に
第
四
小
学
校
ま

で
避
難
し
ま
す

　

◆
誘
導
訓
練
＝
保
育
園
児
を
第

四
小
学
校
ま
で
誘
導
し
ま
す

　

◆
緊
急
道
路
啓
開
訓
練
＝
不
通

と
な
っ
た
緊
急
輸
送
用
道
路
の
障

害
物
を
取
り
除
き
、
通
行
を
確
保

し
ま
す　
　

　

◆
応
急
給
水
訓
練
＝
避
難
者
へ

水
の
供
給
を
し
ま
す

　

◆
炊
き
出
し
訓
練
＝
非
常
食
糧

の
炊
き
出
し
を
し
ま
す　
　
　

　

◆
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
＝

電
力
・
ガ
ス
・
電
話
の
応
急
復
旧

訓
練
を
し
ま
す

　

◆
救
援
物
資
輸
送
訓
練
＝
近
隣

市
と
の
相
互
応
援
協
定
に
よ
り
、

救
援
物
資
が
到
着
し
ま
す　

　

◆
応
急
救
護
訓
練
＝
三
角
き
ん

を
使
っ
た
応
急
手
当
を
指
導
し
ま

す
　

◆
救
出
・
救
護
訓
練
＝
中
高
層

建
物
や
倒
壊
家
屋
の
が
れ
き
の
中

か
ら
負
傷
者
を
救
出
し
、
医
療
救

護
所
で
手
当
て
を
し
ま
す　
　

　

◆
震
災
消
防
訓
練
＝
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
や
屋
内
消
火
栓
を
使
っ
て
、

初
期
消
火
を
行
い
ま
す

　

◆
一
斉
放
水
＝
延
焼
防
止
の
た

め
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す　
　
　

　

※
以
上
の
よ
う
な
訓
練
と
、
展

示
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は
広
報

８
月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１５

《
訓
練
参
加
機
関
》

　

東
久
留
米
市
、
東
久
留
米
市
消

防
本
部
、
東
久
留
米
市
消
防
団
、

近
隣
自
治
体
、
陸
上
自
衛
隊
第
１

後
方
支
援
連
隊
、
警
視
庁
田
無
警

察
署
、
東
京
消
防
庁
、
東
京
都
多

摩
小
平
保
健
所
、
東
久
留
米
郵
便

局
、
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
、
東
京

電
力
株
式
会
社
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
東
京
、
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
、
東
久
留
米
市
建
設

業
協
会
、
東
久
留
米
医
師
会
、
東

久
留
米
市
歯
科
医
師
会
、
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
、
東
久
留
米
市
交

通
安
全
協
会
、
東
久
留
米
市
防
犯

協
会
、
東
久
留
米
市
赤
十
字
奉
仕

団
、
東
久
留
米
災
害
防
止
協
会
、

東
久
留
米
市
視
聴
覚
研
究
会
、
東

久
留
米
Ｃ
Ｐ
Ｒ
友
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
救
難
バ
イ
ク
協
会
東
京

多
摩
北
支
部
、
東
久
留
米
市
接
骨

師
会
、
東
久
留
米
市
薬
剤
師
会
、

東
久
留
米
市
被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
員
連
絡
会
、
東
久
留
米

建
築
設
計
協
会
、
東
久
留
米
自
主

防
災
研
究
会
、
そ
の
他
防
災
関
係

機
関
を
予
定

（
順
不
同
）

～家族を守る地震の心得１０か条～

災害はいつ発生するか分かりません！

発
地
震
、
三
宅
島
の
噴
火
、
東
海

地
方
の
豪
雨
、
鳥
取
県
西
部
地
震
、

そ
し
て
最
近
で
は
宮
城
県
北
部
地

震
、
十
勝
沖
地
震
、
新
潟
・
福
井

の
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
多
摩
地
域
で
も
、

東
海
地
震
や
南
関
東
直
下
型
地
震

の
発
生
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
し
、
東
京
直
下
に
地

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し

た
状
態
で
も　

万
人
の
自
宅
外
避

９０

難
者
が
残
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
人
は
自
分
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。　

　

今
年
の
訓
練
は
、
８
月　

日
１９

（
木
）
午
前
８
時
半
〜
正
午
、
第
四

小
学
校
を
訓
練
会
場
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
対
象
は
、
上
の
原
一
丁

目
〜
二
丁
目
の
皆
さ
ん
で
す
が
、

こ
の
地
域
以
外
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
前
日
と
当
日
に
、

防
災
無
線
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

や
そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
訓

練
を
中
止
し
ま
す
。

《
訓
練
の
想
定
》

　

①
東
海
地
震
に
か
か
る
予
知
対

応
型

　

気
象
庁
か
ら
の
異
常
デ
ー
タ
報

告
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
が

地
震
防
災
応
急
対
策
を
と
る
必
要

８
月
８
月　

日日（
木
）

（
木
）午
前
８
時
半
〜
正
午
、
第
四
小
学
校
で

午
前
８
時
半
〜
正
午
、
第
四
小
学
校
で

１９１９

��
い
ざ
い
ざ
��
と
い
う
と
き
、
素
早
く
行
動
で
き
ま
す
か

と
い
う
と
き
、
素
早
く
行
動
で
き
ま
す
か
？？

“いざ”というとき、皆さんは素早く行動できますか。それはご自身の生
死を分けるポイントになるかもしれません（昨年の総合防災訓練の様子）。

家庭の
防災対策を
チェック

非常持出袋の準備 家具の固定

家族で防災会議 防災訓練に参加

８月１９日の訓練当日は 
サイレンが鳴ります 

身辺の安全確認を！

　訓練当日の８月１９日午前

８時４３分に、警戒宣言発令を

知らせるサイレン（４５秒鳴り、

１５秒休み。３回繰り返す）と

半鐘（５点連打を繰り返す）

を市内全域で鳴らします。

　これを合図に各ご家庭で

は火の元の点検や水のくみ

置きなどの訓練を行ってく

ださい。

東東東東東東東東東東東東東東久久久久久久久久久久久久久久留留留留留留留留留留留留留留米米米米米米米米米米米米米米東久留米
防防防防防防防防防防防防防防火火火火火火火火火火火火火火女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性のののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会防火女性の会 
会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員をををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集会員を募集

１０月に発足

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総合総合


